
 
 

第１４９回 ベンチャープラザ二月会発表企業紹介 
（令和 3年 11月 8日（月）発表） 

 
■発表企業 

会 社 名 株式会社イーハイブ 

  

代 表 者 代表取締役 高橋 善晴 

発 表 者 取締役統括責任者 平井 良明 

事 業 名 アプリ風ホームページ すまっぽん！  

ｷ ｬ ｯ ﾁ ﾌ ﾚ ｰ ｽ ﾞ 新型コロナの時代にオンラインで活躍、ウイルス対策としても活用  

商  品 
 

サ ー ビ ス の 
 

概  要 

 
普及したスマートフォンにアプリの利便性を持ちつつ、アプリの開発や維持費が高額にかかると
ころを除き、スマホ本体に負荷をかけずに使えるツールを開発しております。また、プッシュ型の
マーケティングではなく、プル型のマーケティングに徹することで、お客様との距離をとり、リピ
ーターを育成するツールです。また、飲食店や商店だけでなく、個人やアイドルなどの個人ブラン
ディングとしても、また、行政では、防災や観光などにも利用されています。SNSなどたくさんの
ツールを一つにまとめるためにも、活用されています。価格は、1事業所月300円のサービスです。 
 
【活用事例】 
ディーラーや保険の営業マン ＞＞ 商品サービスのパンフレットを詰め込み営業ルーツとして 
飲食店・移動販売＞＞コロナ対策としての非接触メニューやテイクアウトの注文として 
保育園・幼稚園 ＞＞ 保護者とお連絡用ツールとして 
不動産屋・マンション管理組合＞＞入居者への情報ツールとして 
異業種交流会・お稽古教室 ＞＞先生と生徒用のツールとして 
アイドル・芸人＞＞ファン獲得ツールとして 
行政＞＞防災・観光・外国人対応など市民への情報発信として 
 

発 表 目 的 ②販路拡大・事業提携獲得 

 

 

会 社 名 株式会社ＣＯＯＯＬ   

  

代 表 者 代表取締役 濱口 光一郎 

発 表 者 代表取締役 濱口 光一郎 

事 業 名 ハイテク芝「COOOL Turf」  

ｷ ｬ ｯ ﾁ ﾌ ﾚ ｰ ｽ  ゙ 冷却人工芝システムが 世界と人生を変える 

商  品 
 

サ ー ビ ス の 
 

概  要 

 
私は、自分の子どもがラグビーの試合で足の裏を火傷した経験から、従来の人工芝の高温になる問
題を解決しようと2019年に冷却人工芝の研究を開始し、❶高温（７０℃以上）❷地球環境汚染・マ
イクロプラスチック❸カビなどの汚れ ❹静電気❺カラダへの衝撃・怪我など、従来の人工芝の問
題点を解決した商品の開発に成功しました。 
また、当社は芝事業だけでなく、サスティナビリティーカンパニーとして、 
 ■「しっくいペイント」  ■「一枚板の販売」  ■遮熱シート  ■フコイダン化粧品 
等、「地球と共存し、水と循環」をテーマに、毎日の快適なライフのお手伝いができることを事業
としています。 
 

発 表 目 的 ①資金調達、②販路拡大・事業提携獲得、③経営パートナー獲得 

 



 

会 社 名 株式会社ハピクロ 

 

代 表 者 代表取締役 吉田 英啓 

発 表 者 常務取締役 中田 佳孝 

事 業 名 飲食製造業向けHACCPサポートシステム「HACCPPy」 

ｷ ｬ ｯ ﾁ ﾌ ﾚ ｰ ｽ ﾞ 飲食製造業におけるポストコロナの食品衛生管理業務効率化とDXを推進し､コスト削減に寄与します｡ 

商  品 
 

サ ー ビ ス の 
 

概  要 

 
食品衛生法の改正に伴い、2021年6月より、飲食店を含む全ての飲食製造業において、HACCPの考
えに基づいた衛生管理が完全義務化されました。 
 
本ソリューションは、飲食店および食品製造工場等に対し、HACCP導入をサポートするとともに、
日々の衛生管理に関する帳票のペーパレス化、IoT技術による入力自動化、管理の効率化を実現する
クラウドサービスを提供します。 
 
【提供機能】 
①重要管理項目：計画作成、実施記録作成 
②一般的衛生管理項目：計画作成、実施記録作成 
③店舗管理者による実施実況チェック機能 
④多店舗管理機能 
⑤冷蔵庫／冷凍庫温度やCO2濃度の自動記録機能（ ※オプション） 
⑥新型コロナウイルス対策：計画作成、実施記録 
 

発 表 目 的 ②販路拡大・事業提携獲得 

 

 

会 社 名 ヨクト株式会社 

  

代 表 者 代表取締役 河野 敬文 

発 表 者 代表取締役 河野 敬文 

事 業 名 IoTヨガマットを使用した次世代ヨガレッスン 

ｷ ｬ ｯ ﾁ ﾌ ﾚ ｰ ｽ ﾞ ヨガ含めたマットトレーニングをDX化する 

商  品 
 

サ ー ビ ス の 
 

概  要 

 
ヨクトはIoTとYogaを融合させたウェルネス事業を展開しています。 現在開発中のIoTヨガマット
のyoctoMatと連携するアプリは日々の練習を記録し、自分自身の癖を、変化や成長を教えてくれ
ます。 yogaOneでは法人様を対象にヨガのオンラインレッスンを行い、組織力の強化や個々のモ
チベーションアップのサポートをしています。 どのような状況下でも人々の健康な生活をヨクト
は応援します。 

発 表 目 的 ②販路拡大・事業提携獲得  

 


